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　議会運営委員会編集

12月定例会
第４回定例会は、12月15日から開会され、町長から提案のあった補正予算など

12議案を、いずれも原案どおり可決し、21日に一般質問等を行って閉会しまし

た。

予 算
補 正
予 算
補 正
予 算
補 正

虔
大
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費
　
　

２
千
１
５
８
万
円

　
台
風
18
号
に
よ
る
被
害
に
伴
う
災
害
復

旧
費（
一
般
会
計
補
正
第
５
号
専
決
処
分
）

虔
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
観
光

振
興
事
業
　 

　  

８
５
万
円

　
大
津
海
岸
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
観
光

振
興
費
を
追
加

虔
プ
レ
ミ
ア
ム
付
特
別
商
品

券
発
行
事
業
補
助

  

１
９
２
万
円

　
発
行
枚
数
の
増
加
に
よ
り
補
助
金
を
追

加

虔
衆
議
院
議
員
選
挙
執
行
事

業
　
　
　
　
　
４
４
２
万
円

　
10
月
22
日
執
行
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
要
す
る
経
費
（
一
般
会
計
補
正
第
５
号

専
決
処
分
）

虔
豊
頃
小
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
室
改
修
・
特
別
支
援
教
室

増
設
工
事
　
　
　
１
８
１
万
円

　
特
別
支
援
学
級
数
の
増
に
よ
る
増
設
工

事

虔
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児

童
・
生
徒
就
学
援
助
費

  

４
５
万
円

　
来
年
度
小
・
中
学
校
入
学
者
へ
の
入
学

準
備
金
を
今
年
度
支
給
す
る
た
め
追
加

補
正
予
算
の
主
な
も
の

補
正
予
算
の
主
な
も
の

※
表
示
の
金
額
は
、
１
万
円
未
満
を
四
捨

五
入
し
て
い
ま
す
。

※
専
決
処
分
と
は
、
議
会
を
開
く
時
間
的

余
裕
が
な
い
と
き
な
ど
、
議
会
に
か
わ
っ

て
町
長
が
処
分
（
決
定
）
す
る
こ
と
。

会　　計　　名 補　正　額 総　　　　額

一　 般　 会　 計 ( 第 5 号 ) 2千600万円 46億2千922万円

一　 般　 会　 計 ( 第 6 号 ) 7千873万円 47億795万円

国民健康保険特別会計 ( 第 3 号 ) 196万円 6億8千61万円

介護保険特別会計 ( 第 2 号 ) 94万円 4億347万円

医療施設特別会計 ( 第 4 号 ) ▲86万円 1億3千529万円

簡易水道特別会計 ( 第 3 号 ) 961万円 2億3千898万円

公共下水道特別会計 ( 第 3 号 ) ▲8千251万円 2億6千743万円

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
補
正
予
算
の
主
な
も
の

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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サ
ポ
ー
ト
施
設
駐
車
場
の
土
地
を
利
用

し
て
開
催
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て

い
る
。

主
な
審
議
内
容

平
成
29
年
度
補
正
予
算

岩
井
明
議
員
　
要
保
護
及
び
準
要

保
護
児
童
・
生
徒
就
学
援
助
費
に
つ
い

て
、
支
給
者
等
の
個
人
情
報
保
護
に
対

す
る
配
慮
は
。

　
個
人
情
報
が
外
部
に
漏
れ
な
い

よ
う
努
め
て
い
る
。
今
後
も
、
引

き
続
き
職
員
等
に
個
人
情
報
の
保
護
を

徹
底
し
て
い
き
た
い
。

大
谷
友
則
議
員
　
国
民
健
康
保

険
の
広
域
化
に
向
け
た
検
討
経
過
は
。

　
平
成
29
年
11
月
に
北
海
道
が
公

表
し
た
概
算
額
に
よ
る
と
、
平
成

30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、
今
年

度
と
ほ
ぼ
同
額
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
議
案

大
崎
英
樹
議
員
　
財
産
の
無
償

譲
渡
に
つ
い
て
、
こ
の
土
地
は
産
業
ま

つ
り
の
開
催
場
所
で
あ
る
が
、
今
後
の

開
催
に
向
け
た
検
討
は
。

　
豊
頃
町
農
協
で
は
施
設
建
設
を

計
画
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
農
協
多
目
的
施
設
か
ら
農
業
農
村

【

条

例

改

正

等

】

【
そ 

の 

他 

の 

議 

案
】

▼
豊
頃
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
国
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
職
員

の
給
料
表
、
勤
勉
手
当
の
支
給
率
を
改

正
。

▼
豊
頃
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正▼
豊
頃
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
国
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
期
末

手
当
の
支
給
率
を
改
正
。

▼
財
産
の
無
償
譲
渡

　
中
央
若
葉
町
の
町
有
地
を
豊
頃
町
農

業
協
同
組
合
に
無
償
譲
渡
す
る
。
面
積

は
、
２
千
２
１
８
㎡
。
同
組
合
か
ら
町

へ
寄
付
さ
れ
た
土
地
の
一
部
で
、
農
業

振
興
に
寄
与
す
る
た
め
無
償
譲
渡
す

る
。

▼
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定　
町
有
牧
野（
公
共
育
成
牧
場
３
か
所
）

の
指
定
管
理
者
に
豊
頃
町
農
業
協
同
組

合
を
指
定
。
期
間
は
、
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の

３
年
間
。

議

会

コ

ラ

ム

　
請
願
・
陳
情
と
は
？

　
請
願
・
陳
情
は
、
住
民
の
要
望

を
国
政
や
道
政
、
町
政
に
反
映
さ

せ
る
方
法
の
一
つ
で
す
。
町
議
会

議
員
の
紹
介
の
あ
る
も
の
を
請

願
、
な
い
も
の
を
陳
情
と
い
い
ま

す
。

　
請
願
や
陳
情
が
提
出
さ
れ
る

と
、
議
会
は
委
員
会
で
の
審
議
を

経
て
慎
重
に
審
査
し
、
採
択
・
不

採
択
を
決
定
し
ま
す
。

　
採
択
し
た
請
願
・
陳
情
は
、
町

政
に
関
す
る
も
の
は
町
長
へ
、
そ

の
他
は
関
係
機
関
へ
意
見
書
等
と

し
て
送
付
し
、
住
民
の
声
を
反
映

す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

意　見　書

▷畜産物価格決定等に関する

意見書

産業厚生常任委員会にて審議した

意見書案が、常任委員会委員長で

ある相澤昌幸議員から提案説明さ

れ、原案のとおり可決し、関係省

庁に提出されました。
無償譲渡する土地の位置図

意見書案を提案説明する

相澤昌幸議員

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
主
な
審
議
内
容

役
場
だ
よ
り
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国
民
健
康
保
険
税
の

執
行
停
止
は

Ｑ
　
国
民
健
康
保
険
税
の
執
行
停
止
の

要
件
の
一
つ
で
あ
る
生
活
困
窮
に
関
す

る
本
町
の
規
定
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
町
独
自
の
規
定
は
定
め
て
い
な
い

が
、
関
係
法
令
に
準
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

事
案
ご
と
に
調
査
、
判
断
し
て
い
る
。

Ｑ
　
執
行
停
止
に
該
当
す
る
よ
う
な
住

民
を
課
税
対
象
世
帯
と
す
る
こ
と
は
是

正
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
納
期
内
の
納
税
が
厳
し
い
方
に
は
、

個
別
に
相
談
を
す
る
な
ど
し
て
納
め
や

す
い
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
執
行
停
止

は
、
生
活
保
護
の
適
用
基
準
を
判
断
の

一
つ
と
し
て
い
る
。

Ｑ
　
未
納
者
の
状
況
を
調
査
し
、
執
行

停
止
の
扱
い
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
未
納
者
の
中
に
は
、
低
所
得
世
帯
と

し
て
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
を

受
け
る
方
が
い
る
が
、
分
割
納
付
を
す

る
な
ど
し
て
納
税
さ
れ
て
い
る
。今
後
、

厳
し
い
生
活
状
況
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

れ
ば
、
執
行
停
止
等
の
対
応
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　
執
行
停
止
と
は
、
納
税
者
が
期

限
内
に
税
金
を
納
付
し
な
い
と

き
、
町
が
関
係
法
令
に
基
づ
い
て

財
産
を
差
し
押
さ
え
、
税
金
の
納

付
に
充
て
る
業
務
（
滞
納
処
分
）

の
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
。

岩井　明
議　　員 

互
産
互
生
の
取
組
状
況
は

Ｑ
　
こ
れ
ま
で
の
互
産
互
生
の
取
組
状

況
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
平
成
25
年
度
に
町
商
工
会
と
静
岡
県

福島県相馬市での互産互生の取組

坂口尚示
議　　員 

Ｑ
　
鹿
に
よ
る
農
作
物
被
害
へ
の
対
策

と
対
応
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
豊
頃
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ

き
、
猟
友
会
の
全
面
的
協
力
に
よ
り
有

害
鳥
獣
駆
除
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
十
勝
川
河

畔
林
の
伐
採
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

こ
に
生
息
し
て
い
た
鹿
が
山
林
に
移
動

す
る
こ
と
か
ら
、
移
動
し
た
地
区
を
主

体
に
駆
除
の
実
施
に
努
め
た
い
。

Ｑ
　
国
や
道
に
現
状
を
訴
え
る
等
の
積

極
的
な
働
き
か
け
を
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
駆
除
に
関
す
る
法
律
の
改
正
、
駆
除

費
用
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
等
を
要
請
し

て
い
き
た
い
。

掛
川
市
と
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
昨

年
度
か
ら
は
地
方
創
生
事
業
と
し
て
町

が
実
施
主
体
と
な
り
全
国
の
自
治
体
へ

と
広
げ
、
こ
れ
ま
で
に
本
州
の
８
都
市

と
取
り
組
ん
で
き
た
。
お
互
い
の
地
場

産
品
を
住
民
が
購
入
す
る
と
と
も
に
、

今
後
は
人
的
交
流
に
も
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
互
産
互
生
に
よ
り
つ
な
が
り
の
で

き
た
自
治
体
に
子
ど
も
た
ち
を
派
遣

し
、
本
町
に
な
い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ

る
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
学
校
、
教
育
委
員
会
等
と
協
議
し
な

が
ら
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

鹿
に
よ
る

農
作
物
被
害
の
対
策
は

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
一
般
質
問

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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大崎英樹
議　　員 

小笠原茂人　
議　　員 

Ｑ
　
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
の
観
光
の
人

気
に
あ
わ
せ
て
冬
期
間
の
観
光
事
業
を

推
進
す
る
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
の
観
光
は
、
大

津
地
域
住
民
等
の
理
解
が
な
け
れ
ば
進

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
駐
車

場
、
ト
イ
レ
、
看
板
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
環
境
整
備
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
の
観
光
対
策
を

中
心
に
、
今
後
、
そ
の
他
の
町
内
観
光

地
も
連
動
し
て
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
の
観
光
客
に

対
す
る
防
災
対
策
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

Ｑ
　
商
店
業
者
の
実
態
把
握
と
飲
食
店

等
閉
店
対
策
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
商
工
会
の
会
議
に
出
席
す
る
等
し
て

情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
商

工
会
と
情
報
共
有
し
、
実
態
把
握
と
対

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
町
が
直
接
事
業
者
に
立
ち
入
る
こ

と
に
限
界
が
あ
る
こ
と
は
理
解
す
る

が
、
商
工
会
へ
の
指
導
を
強
め
る
こ
と

で
対
策
を
前
進
さ
せ
る
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
人
口
減
少
等
に
よ
り
商
業
者
が
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
全
て
の
事
業
者
の
情
報
を
商
工
会

が
把
握
す
る
こ
と
に
は
限
度
が
あ
る
と

思
う
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発

行
事
業
へ
の
補
助
を
行
う
な
ど
、
今
後

も
可
能
な
限
り
行
政
と
し
て
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
新
年
度
に
向
け
て
具
体
的
な
対
策

は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
町
で
は
情
報
収
集
に
限
界
が
あ
る
こ

観
光
事
業
の
振
興
は

　
一
番
の
問
題
は
地
震
、
津
波
対
策
で

あ
る
が
、
今
あ
る
避
難
場
所
等
へ
避
難

い
た
だ
く
こ
と
で
対
応
し
て
い
く
。
将

来
的
に
は
、
さ
ら
に
避
難
場
所
等
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

考
え
て
い
る
。

総
合
戦
略
に
お
け
る
子
育
て

支
援
環
境
の
整
備
状
況
は

Ｑ
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
お
け
る
子
育
て
支
援
環
境
整
備

の
取
組
状
況
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
４
事
業
の
う
ち

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
実
施
中
、
残

り
の
３
事
業
は
実
施
に
向
け
て
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ
　
保
育
人
材
の
確
保
が
重
要
課
題
と

考
え
る
が
、
保
育
士
の
人
員
確
保
、
職

場
環
境
の
状
況
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
保
育
士
の
採
用
は
、
募
集
し
て
も
申

し
込
み
が
な
く
苦
慮
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
今
い
る
保
育
士
に
過
度
な
負
担

の
か
か
ら
な
い
よ
う
、
今
後
も
採
用
に

努
め
、
安
定
し
た
保
育
行
政
を
進
め
て

い
き
た
い
。

Ｑ
　
休
日
保
育
、
夜
間
保
育
、
病
児
保

育
の
実
施
へ
の
検
討
状
況
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
こ
れ
ら
の
実
施
に
は
、
保
育
士
を
さ

ら
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ら

商
業
・
観
光
行
政
に
お
け
る

現
状
把
握
と
今
後
の
方
向
性
は

と
か
ら
、
商
工
会
と
情
報
を
密
に
し
て

環
境
整
備
・
情
報
共
有
等
対
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
新
規
起
業
者
の
受
入
れ
施
策
の
充

実
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
新
規
起
業
者
へ
の
支
援
事
業
と
し

て
、産
業
振
興
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

拡
充
の
必
要
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き

た
い
。

会議の詳細は会議録で
　定例会や臨時会などの会議の内
容は、会議録に詳細に記録されて
います。
　ご覧になりたい方は、町ホーム
ページを閲覧されるか、議会事務
局へお問い合わせください。
　また、議会だよりの感想もお待
ちしております。

TEL　015-574-2222
FAX　015-574-3955
（議会事務局直通）

大津市街に町と大津漁協とが整備した休憩所

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
一
般
質
問

役
場
だ
よ
り
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れ
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
総
合
戦
略
に
は
、「
保
育
所
の
民

営
化
も
含
め
検
討
」
と
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
将
来
的
に
は
、
公
立
で
一
保
育
所
を

運
営
す
る
よ
り
複
数
の
保
育
所
を
経
営

す
る
民
間
業
者
の
方
が
、
保
育
士
等
の

専
門
職
員
の
確
保
、
保
育
所
運
営
を
し

や
す
い
と
考
え
て
い
る
。
休
日
保
育
、

夜
間
保
育
、
病
児
保
育
は
避
け
て
通
れ

な
い
課
題
で
あ
る
。民
営
化
に
す
る
か
、

職
員
を
充
実
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
は
、

総
合
的
に
十
分
検
討
し
、
判
断
し
て
い

き
た
い
。

保育所の様子

〔
11
月
〕

4
日
　
東
京
豊
頃
会 

～
東
京
都

7
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
員
研
修
会

 
 

～
更
別
村

22
日
　
全
国
議
長
大
会 

～
東
京
都

27
日
　
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
等
議
会
定

例
会 

～
帯
広
市

〔
12
月
〕

12
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

15
日
　
第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　（
補
正
予
算
、条
例
改
正
、そ
の
他
）

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

21
日
　
第
４
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　（
一
般
質
問
、
そ
の
他
）

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

〔
1
月
〕

11
日
　
議
員
全
員
協
議
会

◎
今
後
の
予
定

〔
2
月
〕

19
日
　
議
員
全
員
協
議
会

23
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

 
 

～
帯
広
市

28
日
　
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
等
議
会
定

例
会 

～
帯
広
市

〔
3
月
〕

1
日
　
議
会
運
営
委
員
会

6
日
　
第
１
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　（
補
正
予
算
、
そ
の
他
）

9
日
　
第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　（
平
成
30
年
度
予
算
）

13
日
　
第
１
回
定
例
会
（
３
日
目
）

　
　
　（
一
般
質
問
ほ
か
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

豊
頃
小
学
校
児
童
が
議
会
傍
聴

　
12
月
15
日
、
豊
頃
小
学
校
６
年
生
20

人
が
定
例
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
で
は
、
社
会
科
の
学
習
の
一

環
と
し
て
、
実
生
活
と
政
治
と
の
つ
な

が
り
に
つ
い
て
理
解
し
、
町
議
会
の
働

き
に
つ
い
て
実
際
に
目
で
見
て
学
ぶ
こ

と
で
、
政
治
に
対
す
る
興
味
関
心
を
深

め
、
民
主
主
義
を
尊
重
す
る
資
質
の
基

礎
を
学
ぶ
場
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
議
場
で
の
緊
張

感
あ
る
議
論
の
様
子
を
傍
聴
し
、
町
の

様
々
な
こ
と
を
決
め
る
議
会
の
役
割
な

ど
に
つ
い
て
知
る
貴
重
な
体
験
と
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。

豊頃小６年生が議会傍聴

十勝町村議会議員研修会

十
勝
町
村
議
会

議
員
研
修
会
参
加

　
11
月
７
日
、
更
別
村
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
十
勝
町
村
議
会
議
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
全
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
士
幌
高
校
の
生
徒
と

先
生
が
﹁
士
幌
高
校
生
の
思
い
が
重
な

り
町
の
未
来
を
紡
い
で
い
く
～
志
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後

の
展
望
～
﹂
と
題
し
た
取
組
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
４
年
前
か
ら
士
幌
高
校
で
行
わ
れ
て

い
る
地
場
食
材
を
使
用
し
た
製
品
開
発

か
ら
販
売
ま
で
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
発
表
し
た
高
校
生
の
地
域
へ
の
思

い
が
深
ま
っ
て
い
く
様
子
が
う
か
が

え
、
本
町
の
地
方
創
生
、
人
口
減
少
対

策
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
議
会
日
誌 

ほ
か

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り


